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東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
に
係
る
農
林
水
産
省
の
対
応
等
に
関

す
る
質
問
主
意
書 

 

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
に
つ
い
て
、
漁
業
者
や
漁
業
団
体
か
ら
反
対
の
声

が
あ
る
中
、
令
和
五
年
八
月
二
十
二
日
の
廃
炉
・
汚
染
水
・
処
理
水
対
策
関
係
閣
僚
等
会
議
・
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
に
関

す
る
基
本
方
針
の
着
実
な
実
行
に
向
け
た
関
係
閣
僚
等
会
議
に
お
い
て
、
東
京
電
力
株
式
会
社
に
対
し
て
速
や
か
に
海
洋
放
出

開
始
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
同
月
二
十
四
日
か
ら
海
洋
放
出
が
行
わ
れ
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
、
中
国
は
日
本
産
水
産
物
の
輸
入
を
全
面
的
に
暫
定
的
に
停
止
し
、
香
港
は
十
都
県
の
水
産
物
等
を
輸
入
禁

止
と
す
る
な
ど
、
輸
入
規
制
の
強
化
が
行
わ
れ
た
。
令
和
四
年
の
日
本
か
ら
中
国
又
は
香
港
へ
の
水
産
物
（
食
用
）
の
輸
出
額

は
、
水
産
物
輸
出
額
全
体
の
三
割
強
を
占
め
て
い
る
実
態
か
ら
、
今
般
の
各
国
・
地
域
の
輸
入
規
制
の
強
化
に
よ
り
、
輸
出
額

の
大
き
な
ホ
タ
テ
ガ
イ
、
ナ
マ
コ
は
も
と
よ
り
、
有
明
海
で
水
揚
さ
れ
中
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
ビ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
等
も
含
め
、

国
内
に
お
い
て
水
産
物
の
輸
出
に
取
り
組
む
漁
業
者
・
加
工
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
は
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
政
府
は
、
「
『
水
産
業
を
守
る
』
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
（
以
下
「
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
い

う
。
）
を
示
し
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
以
降
の
一
部
の
国
・
地
域
の
輸
入
規
制
強
化
等
を
踏
ま
え
、
そ
の
即
時
撤
廃



 

２ 

 

を
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
全
国
の
水
産
業
支
援
に
万
全
を
期
す
べ
く
、
既
に
用
意
し
た
八
百
億
円
の
基
金
に
よ
る
支
援
や
東

京
電
力
に
よ
る
賠
償
に
加
え
、
特
定
国
・
地
域
依
存
を
分
散
す
る
た
め
の
緊
急
支
援
と
し
て
令
和
五
年
度
予
備
費
か
ら
二
百
七

億
円
を
措
置
し
、
総
額
一
千
七
億
円
の
支
援
策
を
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
に
係
る
農
林
水
産
省
の
対
応
等
に
つ
い
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
決
定
し
た
八
月
二
十
二
日
の
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
、
そ
の
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
当

時
の
野
村
農
林
水
産
大
臣
は
「
今
回
決
定
さ
れ
る
方
針
に
沿
っ
て
関
係
省
庁
と
も
連
携
し
、
農
林
漁
業
者
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
対
策
の
実
施
に
万
全
を
尽
く
し
て
い
く
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
西
村
経
済
産
業
大
臣
は
、
漁
業
者
等
の
声
を
踏
ま

え
て
「
関
係
者
の
一
定
の
理
解
を
得
た
と
判
断
」
し
た
と
述
べ
て
い
る
。 

 
 

一
方
、
そ
の
前
後
に
お
い
て
、
決
定
に
対
す
る
反
対
や
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
政
府
・
東
京
電
力
と
福

島
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
間
に
、
「
関
係
者
の
理
解
な
し
に
、
い
か
な
る
処
分
も
行
わ
な
い
」
と
い
う
約
束
が
あ
る
中

で
、
福
島
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
及
び
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
は
、
明
確
に
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出

に
は
反
対
で
あ
る
」
と
の
会
長
コ
メ
ン
ト
等
が
示
さ
れ
て
い
た
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
海
洋
放
出
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
関
係
閣
僚
会
議
等
の
場
で
、
農
林
水
産
大



 

３ 

 

臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
か
ら
、
漁
業
者
や
漁
業
団
体
に
よ
る
理
解
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
状
況
に
つ
い
て
の
発
言
等
が
あ
っ

て
然
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
有
無
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
発
言
等
が
な
い
場
合
、
両
大

臣
が
当
該
発
言
等
に
至
ら
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

今
般
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
受
け
て
日
本
産
水
産
物
の
全
面
的
な
輸
入
禁
止
を
行
っ
た
中
国
は
、
そ
の
一
か

月
以
上
前
の
七
月
中
旬
か
ら
、
日
本
産
輸
入
食
品
に
対
す
る
検
査
を
厳
し
く
し
、
通
関
日
数
が
大
幅
に
伸
び
、
流
通
に
甚
大

な
影
響
が
生
じ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
事
実
上
、
生
鮮
食
品
の
輸
出
が
停
止
し
て
い
た
。
こ
の
措
置
が
あ
っ
た
時
点
で
、
実

際
に
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
が
開
始
さ
れ
れ
ば
、
更
に
措
置
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
は
容
易
に
予
測
で
き
た
と
考
え
ら

れ
る
。 

 
 

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
野
村
農
林
水
産
大
臣
は
、
八
月
二
十
五
日
の
大
臣
記
者
会
見
に
お
い
て
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の

海
洋
放
出
を
受
け
た
中
国
に
よ
る
日
本
産
水
産
物
の
全
面
的
な
輸
入
禁
止
に
つ
い
て
、
「
全
く
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
九
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
農
林
水
産
委
員
会
連
合
審

査
会
等
に
お
い
て
、
政
府
と
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
も
想
定
し
て
い
た
一
方
で
、
農
林
水
産
大
臣
が
個
人
的
に
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
、
農
林
水
産
省
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
大
き
な
疑
念
が
生
じ
た
と
こ
ろ
で



 

４ 

 

あ
る
。 

 

１ 
農
林
水
産
大
臣
は
関
係
閣
僚
会
議
の
正
規
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
当
事
者
と
し
て
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
の
決
定

に
至
る
プ
ロ
セ
ス
、
海
洋
放
出
後
に
想
定
さ
れ
る
影
響
・
そ
の
後
の
対
応
の
検
討
等
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
臣
記
者
会
見
と
い
う
場
で
こ
の
よ
う
な
発
言
に
至
っ
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
政
府
に
お
い
て
中
国
に
よ
る
全

面
禁
輸
と
い
う
事
態
を
想
定
し
て
い
た
具
体
的
な
場
、
そ
の
場
に
参
加
し
て
い
た
組
織
・
部
局
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

 

２ 

そ
の
中
国
に
よ
る
全
面
禁
輸
を
想
定
し
て
い
た
場
に
農
林
水
産
省
が
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
理
由
に
つ
い

て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
一
方
、
農
林
水
産
省
が
参
加
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
林
水
産
大
臣
が
当
該
発
言
に
至

っ
て
い
た
場
合
、
農
林
水
産
省
内
に
お
け
る
情
報
共
有
・
危
機
管
理
体
制
の
在
り
方
等
を
踏
ま
え
、
そ
の
要
因
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
農
林
水
産
大
臣
の
発
言
の
後
、
農
林
水
産
省
に
お
い
て
改
善
を
図
っ
た
組
織
体
制
等
が
あ
れ

ば
、
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

中
国
に
よ
る
全
面
禁
輸
と
い
う
事
態
の
想
定
に
つ
い
て
、
海
洋
放
出
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
農
林
水
産
大
臣
以

外
の
関
係
閣
僚
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
間
で
は
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
農
林
水
産
大
臣
を
含
め
複
数



 

５ 

 

の
メ
ン
バ
ー
が
中
国
に
よ
る
全
面
禁
輸
を
想
定
し
な
い
ま
ま
海
洋
放
出
の
決
定
が
行
わ
れ
た
の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

海
洋
放
出
に
係
る
関
係
閣
僚
会
議
の
決
定
自
体
が
重
要
な
前
提
を
欠
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
事
実
関
係
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

七
月
中
旬
か
ら
海
洋
放
出
ま
で
の
一
か
月
以
上
の
期
間
、
政
府
と
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
も
想
定
し
て
い
た
と
述
べ

て
い
る
が
、
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
中
国
に
よ
る
全
面
禁
輸
の
場
合
も
含
め
て
、
想
定
し
た
具
体
的
な
ケ
ー
ス
と
そ
れ
ぞ

れ
へ
の
対
応
策
・
支
援
策
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

５ 

さ
ら
に
、
十
月
中
旬
に
は
、
ロ
シ
ア
が
中
国
の
措
置
に
追
随
す
る
方
向
で
、
日
本
産
水
産
物
の
輸
入
規
制
措
置
を
強
化

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
措
置
を
受
け
て
、
今
後
、
同
様
に
輸
入
規
制
措
置
を
強
化
す
る
国
が
世
界

各
国
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

政
府
は
、
総
額
一
千
七
億
円
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
り
、
国
内
消
費
拡
大
・
生
産
持
続
対
策
、
風
評
影
響
に
対
す
る
内

外
で
の
対
応
、
輸
出
先
の
転
換
対
策
、
国
内
加
工
体
制
の
強
化
対
策
、
東
京
電
力
に
よ
る
迅
速
か
つ
丁
寧
な
賠
償
の
五
本
柱

で
支
援
を
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
。
一
方
、
令
和
四
年
の
水
産
物
の
輸
出
額
は
三
千
八
百
七
十
三
億
円
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
全
面
的
な
禁
輸
を
行
っ
て
い
る
中
国
向
け
（
食
用
）
が
八
百
三
十
六
億
円
、
十
都
県
か
ら
の
禁
輸
を
行
っ
て
い
る
香
港
向



 

６ 

 

け
（
食
用
）
が
四
百
九
十
八
億
円
と
い
う
状
況
で
あ
る
。 

 

１ 
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
千
七
億
円
に
つ
い
て
、
対
策
事
業
別
の
内
訳
及
び
積
算
根
拠
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

農
林
水
産
省
は
、
「
＃
食
べ
る
ぜ
ニ
ッ
ポ
ン
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
宮
下
農
林
水
産
大
臣
は
、
九

月
二
十
九
日
の
大
臣
記
者
会
見
に
お
い
て
、
例
え
ば
ホ
タ
テ
ガ
イ
に
つ
い
て
、
令
和
四
年
の
国
民
一
人
当
た
り
の
国
内
消

費
量
が
約
七
粒
で
あ
り
、
追
加
で
五
粒
、
年
間
合
計
十
二
粒
を
食
べ
る
こ
と
で
、
中
国
向
け
の
輸
出
を
そ
っ
く
り
国
内
消

費
で
き
る
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
国
民
一
人
当
た
り
」
の
具
体
的
な
対
象
範
囲
を
含
め
、
詳
細
な
積
算

根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

今
般
の
中
国
、
香
港
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
・
地
域
の
輸
入
規
制
の
強
化
に
よ
り
想
定
さ
れ
る
全
体
的
な
影
響
及
び
被

害
額
に
つ
い
て
、
食
用
ク
ラ
ゲ
等
国
内
消
費
が
限
ら
れ
る
水
産
物
も
含
め
、
具
体
的
な
試
算
を
基
に
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。
併
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
影
響
・
被
害
に
対
し
、
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
ど
の
事
業
に
よ
っ
て
支
援
す
る
と
想
定
し
て
い

る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
総
額
一
千
七
億
円
は
、
既
に
用
意
し
て
い
た
八
百
億
円
の
基
金
に
、
単
年
度
事
業
と
な
る
予
備
費

二
百
七
億
円
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、
「
必
要
に
応
じ
て
機
動
的
に
予
算
の
確
保
を
行



 

７ 

 

い
、
全
国
の
水
産
業
支
援
に
万
全
を
期
す
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
等
に
よ
る
輸
入
規
制
措
置
が
長
期
化
す
る
場
合

等
を
想
定
し
て
、
機
動
的
に
予
算
を
確
保
す
る
手
法
、
時
期
、
規
模
等
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
開
始
し
た
後
、
十
月
中
旬
に
は
、
ロ
シ
ア
が
中
国
の
措
置
に
追
随
す
る
方
向
で
、
日
本

産
水
産
物
の
輸
入
規
制
措
置
を
強
化
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
結
果
と
し
て
、
中
国
の
全
面
的
な
禁
輸
措
置
等
に
よ
り
、
一

番
の
被
害
を
受
け
、
将
来
に
対
す
る
不
安
を
抱
え
て
い
る
の
は
日
本
全
国
の
漁
業
関
係
者
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
、
国
内
外
に
お
い
て
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
の
中
で
、
今
般
、
政
府
が
海
洋
放
出
を
決
定
し

た
こ
と
は
、
国
益
を
損
な
う
判
断
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
現
状
を
打
開
す
る
た

め
、
海
洋
放
出
を
一
時
停
止
し
、
漁
業
関
係
者
の
理
解
を
大
前
提
と
し
て
国
内
外
の
諸
課
題
を
解
決
し
た
上
で
、
海
洋
放
出

の
再
開
時
期
等
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


